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認証・登録の組織及び活動

１．組織の概要

事業所名及び代表者名
株式会社　得　能　組　　代表取締役　得能　英紀

所在地
本　社
〒939-1363　富山県砺波市太郎丸三丁目１１３番地

資材整備工場
〒939-1416　富山県砺波市芹谷１４３８－１

金沢作業所
〒920-0331　石川県金沢市大野町４－リ－１７７

環境管理責任者及び担当者氏名連絡先（メールアドレス・電話番号）
環境管理責任者　　中瀧 　裕二（nakataki@tokunougumi.com・090-8963-1795）
環境管理担当者　　佐野 満寿男（office@tokunougumi.com・0763-32-4300）

事業の概要（事業許可の種類及び実施活動）
総合建設業（許可業種：土木工事業、大工工事業、とび・土工工事業、石工事業、

管工事業、ﾀｲﾙ･れんが･ﾌﾞﾛｯｸ工事業、鋼構造物工事業、
鉄筋工事業、ほ装工事業、造園工事業、水道施設工事業）

事業規模（工事の件数、売上高、従業員数、事業所の延べ床面積等、事業の規模が判る情報）
工事件数 84件
売上高 582,188千円
従業員数 27名
事業所延べ床面積

本社 353㎡
資材整備工場 898㎡
金沢作業所 119㎡

２．対象範囲
全社組織並びに全活動を対象とする。
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　　実施体制

作成・更新日 作成者 承認者

2013年7月1日 土田 中瀧

2018年1月1日 水上 中瀧

環境経営 実施体制図 2019年1月1日 佐野 中瀧

2021年1月1日 佐野 中瀧

認証・登録の適用範囲
住所：

活動：
総合建設業

環境経営　役割・責任・権限表

代表者
富山県砺波市太郎丸三丁目１１３番地 得能　英紀

環境管理責任者
中瀧　裕二

環境事務局
佐野　満寿男

・環境経営システムの実施体制の構築。

総務部 工事部
佐野　満寿男 冨田　多加志

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任。

　必要な 人・設備・費用・時間・技能者を準備。
・環境管理責任者を任命。
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認。
・代表者による全体の評価と見直しを実施。
・環境活動レポートの承認。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、維持。
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認。
・環境目標・環境活動計画書を確認。
・環境活動の取組結果を分析・評価し代表者へ報告
・環境活動レポートの確認。

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21活動の事務局。
・環境への負荷及び環境への取り組みの自己チェックの実施。
・環境目標、環境活動計画書原案の作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守状況のチエック実施。
・環境関連の内部・外部コミュニケーションの窓口。
・環境活動レポート作成、公開（事務所に備付け・地域事務局への送付）

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施。
・自部門における環境方針の周知。
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の管理・報告。
・特定された項目の手順書作成及び運用管理

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・環境活動計画に従い、自主的・積極的に環境活動へ参加。

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　テスト、訓練を実施、、記録の作成。
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。
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３．
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４．環境活動計画

取 組 内 容

照明不用時の消灯励行

冷暖房設定温度の標準化

事務機器の空運転防止

クールビズ・ウォームビズの実践

コンクリート養生の効率化

暖房設定温度の標準化

ウォームビズの実践

液化石油ガス(LPG)
使用量の削減

作業の効率化

不用積載禁止

空運転防止

エコドライブの励行

こまめな点検・整備

省エネ車輌への転換

文書等のペーパーレス化

印刷プレビューによるロスの防止

不要紙裏面再利用

両面・縮小印刷による枚数削減

適切な処理の励行

排出量を可能な範囲で抑制

再生材の利用

こまめな蛇口閉栓

節水意識の向上

エコ工法の選択

マンホール、
コンクリート２次製品、
再生砕石、
再生アスファルト等を使用

エコ機材の利用促進

項 目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

産業廃棄物
の再資源化

廃

棄

物

排

出

量

削

減

排

水

量

削

　
減

電気使用量
の削減

灯油使用量
の削減

重機・車輌燃料
使用量の削減

紙類排出量
の削減

上水道使用量
の削減

エコ工法

リサイクル品使用

自然エネルギー利用
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事業者：（株）得能組 １／３

承認者中瀧　裕二 日付：2023/7/20

作成者佐野　満寿男 日付：2023/7/20

項      目
単

2012-2021年
度実績平均

評
2023年度

目標
2024年度
中期目標

位 目標率 実績/目標 価 目標率 目標率

目標値 実績値 目標値 目標値

% 100% 93% 83 94% 94%

kg-CO2 224,660.8 209,676.8 174,179.8 211,990.3 210,132.4

% 100% 73% 102 82% 82%

kg-CO2 48,819.2 35,622.4 36,266.6 39,954.7 39,904.8

kWh 92,812.2 67,723.3 68,948.0 75,959.6 75,864.6

% 100% 99% 79 98% 97%

kg-CO2 175,841.6 174,054.4 137,913.2 172,035.6 170,227.7

% 100% 99% 108 98% 97%

kg-CO2 51,586.8 51,071.0 55,185.9 50,555.1 50,039.2

ガソリン L 22,219.8 21,997.6 23,770.0 21,775.4 21,553.2

% 100% 99% 68 98% 97%

kg-CO2 118,663.0 117,476.4 79,301.3 116,289.8 115,103.1

軽油 L 45,882.8 45,424.0 30,663.0 44,965.1 44,506.3

% 100% 90% 58 90% 90%

kg-CO2 320.6 288.5 168.1 288.5 288.5

LPG kg 106.8 96.1 56.0 96.1 96.1

% 100% 99% 62 93% 91%

kg-CO2 5,271.2 5,218.5 3,257.9 4,902.2 4,796.8

灯油 L 2,115.3 2,094.1 1,307.4 1,967.2 1,924.9

100% 100% 100% 100% 100%

環境負荷削減の取組 件 0 3 3 ○ 3 3

件 0 0 0 ○ 0 0

件 0 2 2 ○ 2 2

件 0 1 1 ○ 1 1

一般廃棄物排出量削減 % 100% 98% 117 98% 98%

kg 415.8 407.5 477.6 407.5 407.5

% 100% 98% 115 98% 98%

排出量削減 kg 259.1 253.9 291.9 253.9 253.9

% 100% 98% 121 98% 98%

kg 156.7 153.6 185.7 153.6 153.6

排水量の削減 % 100% 90% 73 88% 86%

ｍ３ 631.1 568.0 415.0 555.4 542.7

% 100% 90% 73 88% 86%

ｍ３ 631.1 568.0 415.0 555.4 542.7

件 1 1 1 ○ 1 1

電力のCO2排出係数は、2018年度北陸電力の調整後排出係数を用いた。 0.526 kg-CO2/kWh

≪https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc≫を参照。

評価基準：目標値・基準値ともに達成　○　、基準値のみ達成　△　、目標値・基準値ともに未達成　×

※当社は、化学物質は使用していません。

Ｂ２

 環境経営目標（短期・中期）と （企業全体合計）

その実績（2022年7月-2023年6月）

2022年度 7月～6月
目標と実績

基準値

△

電力使用量削減

二酸化炭素排出量削減
○

化石燃料削減
○

×

○

○

○

省エネ工法

地域貢献・創意工夫

% ○
産業廃棄物分別率向上

自然エネルギー利用

×

地域環境活動実施
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一般廃棄物（紙以外）
×

×
紙類排出量削減

○

○
上水道使用量の削減

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc


事業者：（株）得能組 ２／３

承認者中瀧　裕二 日付：2023/7/20

作成者佐野　満寿男 日付：2023/7/20

項      目
単

2012-2021年
度実績平均

評
2023年度

目標
2024年度
中期目標

位 目標率 実績/目標 価 目標率 目標率

目標値 実績値 目標値 目標値

% 100% 99% 80 98% 97%

kg-CO2 172,409.4 170,656.4 137,315.2 168,672.0 166,898.4

% 100% 99% 161 98% 97%

kg-CO2 4,996.5 4,946.6 7,977.8 4,896.6 4,846.6

kWh 9,499.1 9,404.1 15,167.0 9,309.1 9,214.1

% 100% 99% 78 98% 97%

kg-CO2 167,412.8 165,709.9 129,337.4 163,775.4 162,051.7

% 100% 99% 110 98% 97%

kg-CO2 43,158.0 42,726.5 47,046.1 42,294.9 41,863.3

ガソリン L 18,589.3 18,403.4 20,264.0 18,217.5 18,031.6

% 100% 99% 68 98% 97%

kg-CO2 118,663.0 117,476.4 79,301.3 116,289.8 115,103.1

軽油 L 45,882.8 45,424.0 30,663.0 44,965.1 44,506.3

% 100% 90% 58 90% 90%

kg-CO2 320.6 288.5 168.1 288.5 288.5

LPG kg 106.8 96.1 56.0 96.1 96.1

% 100% 99% 54 93% 91%

kg-CO2 5,271.2 5,218.5 2,821.9 4,902.2 4,796.8

灯油 L 2,115.3 2,094.1 1,132.4 1,967.2 1,924.9

100% 100% 100% 100% 100%

環境負荷削減の取組 件 0 3 3 ○ 3 3

件 0 0 0 ○ 0 0

件 0 2 2 ○ 2 2

件 0 1 1 ○ 1 1

0.526 kg-CO2/kWh

Ｂ２

 環境経営目標（短期・中期）と （建設現場用）

○

その実績（2022年7月-2023年6月）

2022年度 7月～6月
目標と実績

基準値

×

電力使用量削減

二酸化炭素排出量削減

化石燃料削減
○

×

○

○

○

省エネ工法

地域貢献・創意工夫

○%
産業廃棄物分別率向上

自然エネルギー利用
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事業者：（株）得能組 ３／３

承認者中瀧　裕二 日付：2023/7/20

作成者佐野　満寿男 日付：2023/7/20

項      目
単

2012-2021年
度実績平均

評
2023年度

目標
2024年度
中期目標

位 目標率 実績/目標 価 目標率 目標率

目標値 実績値 目標値 目標値

% 100% 75% 94 83% 83%

kg-CO2 52,251.5 39,020.4 36,864.6 43,318.4 43,234.1

% 100% 70% 92 80% 80%

kg-CO2 43,822.7 30,675.9 28,288.8 35,058.2 35,058.2

kWh 83,313.1 58,319.2 53,781.0 66,650.5 66,650.5

% 100% 99% 103 98% 97%

kg-CO2 8,428.8 8,344.5 8,575.8 8,260.2 8,175.9

% 100% 99% 98 98% 97%

kg-CO2 8,428.8 8,344.5 8,139.7 8,260.2 8,175.9

ガソリン L 3,630.5 3,594.2 3,506.0 3,557.9 3,521.6

% 100% 100% 0 100% 100%

kg-CO2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

軽油 L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

% 100% 100% 0 100% 100%

kg-CO2 0.0 0.0 436.1 0.0 0.0

灯油 L 0.0 0.0 175.0 0.0 0.0

一般廃棄物排出量削減 % 100% 98% 117 98% 98%

kg 415.8 407.5 477.6 407.5 407.5

% 100% 98% 115 98% 98%

排出量削減 kg 259.1 253.9 291.9 253.9 253.9

% 100% 98% 121 98% 98%

kg 156.7 153.6 185.7 153.6 153.6

排水量の削減 % 100% 90% 73 88% 86%

ｍ３ 631.1 568.0 415.0 555.4 542.7

% 100% 90% 73 88% 86%

ｍ３ 631.1 568.0 415.0 555.4 542.7

件 1 1 1 ○ 1 1

0.526 kg-CO2/kWh

Ｂ２

 環境経営目標（短期・中期）と

二酸化炭素排出量削減

（事務所用）

その実績（2022年7月-2023年6月）

2022年度 7月～6月
目標と実績

基準値

○

○

電力使用量削減

化石燃料削減
×

○

○

×

×

一般廃棄物（紙以外）
×

×
紙類排出量削減

○

○
上水道使用量の削減

地域環境活動実施
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取 組 内 容 実 施 内 容 の 評 価 次 回 の 活 動 計 画
照明不用時の
消灯励行
冷暖房設定温度
の標準化
事務機器の
空運転防止
クールビズ・
ウォームビズの実践
コンクリート養生
の効率化
暖房設定温度
の標準化

ウォームビズの実践

液化石油ガス(LPG)
使用量の削減

作業の効率化
ＬＰＧの使用は少なかっ
た。

現状維持

不用積載禁止

空運転防止

エコドライブの励行

こまめな点検・整備

省エネ車輌への転換

文書等のペーパーレス化

印刷プレビュー
によるロスの防止

不要紙裏面再利用

両面・縮小印刷
による枚数削減

適切な処理の励行

排出量を可能な
範囲で抑制

再生材の利用

こまめな蛇口閉栓

節水意識の向上

エコ工法の選択
今年度はなかった。 現状維持

４，０００万円以上の元請
工事で１件以上創意工夫を
提出する。

県発注の工事で２件提出
した。

現状維持

エコ機材利用促進
夜間赤色灯、片交信号な
どできる限り利用した。

現状維持

教育を通じて節電意識の
定着を継続していく。

現状維持

・工事連絡車、営業車の
燃費はある程度定着して
きている。
・現場での重機に使う軽
油の使用量のウェイトが
高く、工事量、工事内容
に影響されている。
・車両の入れ替えにより
軽油からガソリンへのシ
フトが進んでいる。

燃費測定にあたり距離数
の報告が定着することで
省エネ走行省エネ工事の
意識向上を推進してい
く。

排

水

量

削

　
減

上水道使用量
の削減

教育を通じて節水意識の
定着を継続していく。

2019年度以来、事務所内
の書類整理を進めてお
り、2022年度さらに整理
を進めたことで排出量が
増加している。

さらなる分別再資源化を
目指していく。

再資源化１００％を達成
することができた。

１００％維持を目指す。

５．環境活動実績の評価と見直し

基準の74.2％を達成した
が、目標値は101.8％とわ
ずかに達成できなかっ
た。現場事務所・倉庫で
の使用量が増えたことが
原因となった。

現場事務所での暖房がス
トーブからエアコンにシ
フトしているため減少し
ていると考えられる。

・３年前から毎日蛇口の
閉め忘れのチェックを続
けている。
・フィットネスの閉鎖が
削減に繋がっている。

項 目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

電気使用量の削減

灯油使用量の削減

重機・車輌燃料
使用量の削減

廃

棄

物

排

出

量

削

減

紙類排出量
の削減

産業廃棄物
の再資源化

エコ工法

地域貢献・創意工夫

自然エネルギー利用
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【現場】
原 因 是正処置および予防処置

電気使用量の削減

現場事務所でのエアコンの
使用状況はその年によって
変動がある。

工程会議における意識向上
及び現場作業員への周知

灯油使用量の削減

現状維持

液化石油ガス(LPG)
使用量の削減

現状維持

重機・車輌燃料
使用量の削減

ガソリン車両の増加により
ガソリンは増加したが、重
機を使う現場の減少や軽油
車両の減少により軽油使用
量の削減できた。

工事量に影響されない部分
で、例えばなるべく遠隔地
への移動を乗り合わせ等工
夫する。

廃

棄

物

排

出

量

削

減

産業廃棄物
の再資源化

現状維持

排

水

量

削

　
減

上水道使用量
の削減

現状維持

現状維持

自然エネルギー利用

現状維持

問題点の是正処置および予防処置

項 目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減
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【事務所】
原 因 是正処置および予防処置

電気使用量の削減

照明をＬＥＤに変更した効
果のほかフィットネス事業
を廃止したことが削減につ
ながっている。

現状維持

車輌燃料
使用量の削減

ハイブリッド車導入による
効果が表れている。

効率的な営業活動を推進し
ていく。

廃

棄

物

排

出

量

削

減

紙類排出量
の削減

事務所内の不要書類の整理
を進めていることが排出量
の増加につながっている。

再資源化を一層推進すると
ともに、コピー用紙の購入
量を把握することで削減に
つなげる。

排

水

量

削

　
減

上水道使用量
の削減

フィットネス事業を廃止し
たことが削減につながって
いる。

現状維持
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項 目



６． 環境関連法規遵守状況の確認および結果への評価

違反、訴訟の有無

主な法規等の名称 該当する要求事項 遵守評価

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 収集運搬・処分委託先との契約締結、契約書の保管 ○

産業廃棄物管理票の交付、回収、照合、保管 ○

産業廃棄物管理票の未回収分の報告 ○

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 ○

産業廃棄物処理計画、実施状況報告書の提出 ○

運搬時の表示、書類携行 ○

委託した廃棄物の処理状況の確認 ○

建設廃棄物の処理責任を元請業者に一元化 ○

建設リサイクル法 対象建設工事における特定建設資材の再資源化の義務 ○

小型家電リサイクル法 市町村が定めた基準に従い、適正な分別排出 ○

家電リサイクル法 小売店へ料金を支払い引き渡す ○

自動車リサイクル法 使用済み自動車を引き取り業者に引き渡す ○

オフロード法 オフロード法適用機械の確認 ○

フロン排出抑制法 業務用エアコン、重機のエアコンの簡易点検の実施 ○

消防法 危険物の貯蔵・取扱の基準 ○

当社の事業活動に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

過去３年間にわたり、関係機関等からの指摘、指導はありません。

この期間、顧客および住民よりの環境に関連するクレームはありませんでした。
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